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【教 育 課】 【（　）内は前年の評価】

 理念　：　「温故創新」古きを学び知り、生きる力を培い、新しさを創る

 学校教育目標　：　

事業の
ニーズ

町関与の
範囲

達成度 効率性 公平性 総合評価

教育委員会運営事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

１　「知」・・・学力の充実と向上

教育研究指定校等支援事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

学力等検査事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

英語検定受検支援事業 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

小中学校情報通信教育推進事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

漢字検定受検支援事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

指導主事配置事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

２　「徳」・・・豊かな心を育む教育の推進

Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

３　「体」・・・健康・体力づくりの推進

教職員等健康診断事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

各種大会等参加費助成事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

学校給食センター管理運営事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

給食費無償化及び給付金交付事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

４　不登校対策及び特別支援教育の推進

子ども自立支援室事業及び特別支援教育事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

５　安全・安心な教育環境の整備推進

準要保護児童生徒就学援助事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ

スクールバス運行事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

通学費補助事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

小中学校維持管理事業 Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

奨学資金貸付事業 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

６　社会に開かれた教育課程の実現

教育連携連絡協議会事業 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

芦北町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検評価取りまとめ表

教育委員会
評価

教育委員会事務局評価

徳育を根底に知育・体育を総和した基礎・基本の修得による学力の向上に努め、我が国と郷土及び国際社会
に貢献できる人間の育成を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　価
　具現化方針

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）事業

論語教育推進事業

語学指導事業
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【スポーツ・文化振興課】

 社会教育目標　：　

事業の
ニーズ

町関与の
範囲

達成度 効率性 公平性 総合評価

１　生涯学習の推進

社会教育委員運営事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

生き生き大学運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

青少年育成町民会議支援事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

演奏家派遣事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

町民講座運営事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

成人式開催事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

家庭教育支援事業 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

コミュニティセンター管理運営事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

子どもの広場管理運営事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

２　読書活動の推進

図書館管理運営事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

３　学校・家庭・地域の連携推進

放課後子ども教室推進事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

地域学校協働本部事業 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

４　人権教育の推進

人権教育推進事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

５　公民館活動（地域活動）の充実

中央公民館運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

地区公民館施設整備支援事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

６　歴史・伝統文化の尊重

演能会開催事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

佐敷城跡調査事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

文化財保護審議会運営事業 Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

文化財調査事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

文化財維持管理事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

佐敷東の城跡調査事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

７　文化芸術活動の推進

文化振興事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ

文化祭開催事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

８　星野富弘美術館の充実

星野富弘美術館運営事業 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

９　生涯スポーツの推進

スポーツ振興支援事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

温泉プール管理運営事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

総合型地域スポーツクラブ活動支援事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

体育イベント開催事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

芦北町スポーツ協会支援事業 Ａ Ｂ Ｂ Ａ(Ｂ) Ａ(Ｂ) Ａ(Ｂ) Ａ(Ｂ)

スポーツ推進委員協議会運営事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ(Ｂ) Ｂ Ｂ

体育施設管理運営事業 Ａ(Ｂ) Ａ Ａ(Ｂ) Ｂ Ｂ Ａ(Ｂ) Ａ(Ｂ)

Ａ(Ｂ) Ａ Ａ(Ｂ) Ｂ Ｂ Ａ(Ｂ) Ａ(Ｂ)地域資源活用総合交流促進施設管理運営事業

学校・家庭・地域社会を調和した生涯学習の充実を図る中で、伝統の上に創造を、秩序の中に進歩を希求す
る姿勢を醸成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　価
　具現化方針

教育委員会事務局評価
教育委員会

評価
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点検及び評価結果報告書 
 

定 期 的 な  

具 現 化 方 針  

事 務 事 業 名 教育委員会運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 教育委員、教育職員及び関係者 

目 指 す べ き 姿 

芦北町教育立町の理念の下に設けた「学校教育目標」の実現に

よる「教育立町あしきた」を確立する。 

具体的な事業内容 

・教育委員会議の開催（定例会１２回、臨時１回） 

・教育委員会権限下の規則等の制定、改廃 

・教育関係職員等の人事事務処理 

・学校運営の支援及び指導 

・教育委員会権限下の事務事業点検・評価 

最 終 予 算 額 ９４１千円 決 算 額 ８８８，０７９円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

教育委員会議を年間１５回開催し、議案１１件、報告３３件を審議し、承認しまし

た。 

教育委員会権限下における主要事務事業の点検及び評価作業や、令和７年度から令

和１０年度使用中学校教科用図書の採択などを審議するとともに、学校訪問や学校研

究発表などを通して適宜、指導・助言を行いました。 

教育を取り巻く環境が複雑・多様化する中で、教育委員会の権限の強化とともに、

より主体的な取組が求められています。今後も委員会活動の益々の活性化を図ってま

いります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達  成  度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
事 業 の 効 率 性
を 高 め ら れるか) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

令和７年度から使用の中学校教科用図書の採択に向けて、十

分な審議と検討が行われた。また、学校訪問や研究指定校に対し

て適切な指導助言が行われている。今後も各学校の課題解決に

向けて教育委員会の主体的な指導をお願いしたい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 「知」・・・学力の充実と向上 

事 務 事 業 名 教育研究指定校等支援事業 

事 業 の 概 要 

対 象 児童・生徒及び教職員 

目 指 す べ き 姿 

教職員の意識改革による指導力の強化と併せて児童生徒の確

かな学力と心豊かな人間性を持った知徳体の調和のとれた児童

生徒を育成する。 

具体的な事業内容 

研究指定校に対し、英語教育の推進を行うための活動に助成

をおこなう。 

・英語教育研究指定校  １年目 大野小学校 

            ２年目 田浦小学校 

 

最 終 予 算 額 ２５０千円 決 算 額 ２５０，０００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

英語教育研究指定校２年目の田浦小学校では、「自己を見つめ、自ら学びに向かう児

童の育成」を研究主題とし、児童の実態に合った学習ゴールを設定し、意欲的に取り

組むことができる活動を設定することで、主体的にコミュニケーションを図ることが

できるようになることを目標に事業に取り組みました。具体的には授業研究や研修を

通じて、学習課題の設定の考え方や、「楽しさ」を重視した授業づくり、書くことに抵

抗感のある児童への手立てなどを学び、英語の授業へ反映することができました。そ

の結果、児童の主体的なコミュニケーション活動につながりました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

児童のコミュニケーション能力を高めることを第一に、授業

が楽しいと思える主体的な授業研究が進められている。 

特に、児童の実態に即した授業づくりの中で、「学習ゴール」

目標を設定し、１時間の授業の中での「手立て」が、適切に行わ

れ意欲的な学び方につながっている。今後も他校への広がりを

期待したい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 

- 4 -



 
 

点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 「知」・・・学力の充実と向上 

事 務 事 業 名 学力等検査事業  

事 業 の 概 要 

対 象 児童・生徒 

目 指 す べ き 姿 

児童・生徒一人一人の基礎学力の現状を把握し、個々の学習指

導に結果を活用することによって、児童生徒の学力のレベルア

ップを図る。 

具体的な事業内容 

○小学校 ・学力検査・知能検査・スポーツテスト・ＱＵ検査 

○中学校 ・学力検査・知能検査・スポーツテスト・ＱＵ検査 

・標準学力検査（社会・理科） 

最 終 予 算 額 ２，８５６千円 決 算 額 ２，７７３，９９８円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

児童生徒の基礎学力の実態把握と改善策の検討資料として活用しました。また、町

独自で県学力・学習状況調査の実施に合わせて中学１・２年生に対しても標準学力検

査（社会・理科）を行い、結果を活用して指導方法の改善、学年・クラス・個人に合

わせた学力の向上に取り組みました。 

スポーツテストでは、児童生徒の体力的な実態を把握することで「体」の発達を助

長するための参考資料としています。 

今後は、各検査・テストの結果を最大限活かすため、各教科に応じた工夫を行い、

本事業が一過性のものにならないよう、継続的に指導体制の改善を図っていく必要が

あります。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

町独自で、中学１，２年生を対象とした標準学力検査を実施す

るなど、基礎学力の定着、向上を目指した適切な対応が図られて

いる。また、スポーツテストにおいても、「体」の発達状況を調

べ、体育学習や生活の中での運動力の向上など役立っている。 

今後も、授業改善に生かしてほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 

- 5 -



 
 

点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 「知」・・・学力の充実と向上 

事 務 事 業 名 英語検定受検支援事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町内の中学校に在籍する生徒 

目 指 す べ き 姿 

経済的な負担軽減により受検の機会均等を図り、生徒の英語

に対する学習意欲の向上、学力向上を目指す。 

具体的な事業内容 

受検者数・受検級を把握したうえで、各学校からの申請に対

し、受検料を補助する。（年度内に受検する１回（１級分）の検

定料） 

最 終 予 算 額 １，４６１千円 決 算 額 １，２３９，２００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

平成１９年度に開始した事業で、経済的な負担軽減・受検機会の提供により、英語

検定の受検に向けた取組を行い、学習意欲の向上・学力の向上に努めました。 

令和６年度に英語検定を受検した受検者（自費受検を含む）は、３６４人でした。

中学３年生の３級以上の保有者率は４４．９％でした。年々自費で受検する生徒が増

え、生徒の英語学習意欲の高まりや英検受検への意識の高まりが見られます。 

今後も語学指導事業と併せて、英語力強化に向けた取組を推進してまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

多くの生徒が英検に挑戦し、年々３級以上の合格保有率もわ

ずかながら高まりが見られる。今後も生徒の自主性を尊重しな

がら３年生の生徒数に対して５割弱から７割程度の合格率をめ

ざしてほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 

- 6 -



 
 

点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 「知」・・・学力の充実と向上 

事 務 事 業 名 小中学校情報通信教育推進事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町内の小・中学校 

目 指 す べ き 姿 

ＩＣＴ機器を効果的に活用し、町内全体の小・中学校における

教育の質、児童生徒の学力及び学習意欲の向上を図るとともに、

教育現場における教職員の負担を軽減する。文部科学省が提唱

するＩＣＴ環境整備方針「ＧＩＧＡスクール構想」に沿った環境

整備を行い、時代のニーズに合った教育を行う。 

具体的な事業内容 

ＩＣＴ機器の整備（校務用ＰＣ、教育用ＰＣ、その他ＩＣＴ機

器など）を行う。校務用及び教育用ソフト等の導入によりＩＣＴ

機器を効果的に活用する。ＩＣＴ機器等について、保守・サポー

ト業務を委託することにより、機器の障害や操作サポート、授業

づくりに対応する。 

最 終 予 算 額 ２７，９９４千円 決 算 額 ２７，３４７，９２０円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度においては、児童生徒の１人１台のタブレット端末や教職員分のタブレ

ット端末、授業支援用ソフト（ロイロノートスクール）、その他ＩＣＴ機器のソフトウ

ェア更新や操作サポートを継続し、効果的な活用を推進しています。また、校務支援

システム（ゆう net）の運用により、教職員の校務効率化の改善が図られています。更

に、学校毎にＷｅｂ会議用のアカウントを付与していることで、教職員が遠隔での会

議や打合せが可能になり、事情に合わせた柔軟な働き方の可能性を広げることができ

ました。 

今後は、各種機器が耐用年数を迎えるため、計画的な更新を行っていく必要があり

ます。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

授業支援や校務の効率化に向けて、タブレット端末や授業支

援ソフトなど効果的な活用が図られている。 

また、教職員の遠隔会議などにも活用されて、教師の働き方改

革にも生かされている。今後も機材の更新等計画的に進めてほ

しい。 

 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 「知」・・・学力の充実と向上 

事 務 事 業 名 漢字検定受検支援事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町内の中学校に在籍する生徒 

目 指 す べ き 姿 

経済的な負担軽減により受検の機会均等を図り、生徒の漢字

及び国語に対する学習意欲の向上、学力向上を目指す。 

具体的な事業内容 

受検者数・受検級を把握したうえで、各学校からの申請に対

し、受検料を補助する。（年度内に受検する１回（１級分）の検

定料） 

最 終 予 算 額 ８８３千円 決 算 額 ８３９，５００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

平成２５年度から開始した事業で、経済的な負担軽減・受検機会の提供により、漢

字検定の受検に向けた取組を行い、学習意欲の向上・学力の向上に努めました。 

令和６年度に漢字検定を受検した受検者（自費受検を含む）は、３３８名でした。

中学３年生の３級以上の保有者率は３３．６４％でした。 

今後も、各学校の実態に合わせ目標値を設定するとともに、個人の学力に応じた目

標達成に向けて取組を充実させる必要があります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

中学３年の３級以上の合格保有者が３４％程度で、まだまだ

低迷していると考える。各学校の生徒の実態を、さらに把握、分

析し合格者５０％に近づけてほしい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

具 現 化 方 針 「知」・・・学力の充実と向上 

事 務 事 業 名 指導主事配置事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町立小中学校の教員及び児童生徒 

目 指 す べ き 姿 

芦北町総合計画（第二次）の基本理念「すべては、次代を担

う子どもたちのために」及び芦北町教育大綱の基本理念「温故

創新」(古きを学び知り 生きる力を培い 新しさを創る)の実

現。 

具体的な事業内容 

若手教師の育成、小中学校間の連携の推進、芦北町の特色を

生かした教育の達成に向け、教育委員会と学校間の関係を強化

する。 

最 終 予 算 額 －千円 決 算 額 －円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

指導主事を中心に進めている各中学校区の学校運営協議会（コミュニティ・スクー

ル）では、地域の参画が図られ、それぞれの目標を共有し共通実践を図ることができ

ました。また、「小中連携における目指す子ども像の系統表」を基に、五者連携の取

組を全小中学校で推進することが出来ました。今後も、学校運営協議会と地域学校協

働活動事業との一体的推進を図りながら、地域とともにある学校づくりを発展させ、

子どもたちの成長を支えてまいります。 

学力面に関しては、初任者や若手教師を対象とした授業参観指導を積極的に行い、

若手教師の授業力向上を図りました。また、芦北町学力向上部会を中心に町の学力向

上のために取組の方向性を確認しました。結果、１２月の熊本県学力・学習状況調査

結果は、４月の全国学力・学習状況調査結果と比較すると、小学校、中学校ともに改

善がみられました。今後は、学力向上部会を中心に、小中連携や小小連携をより推進

し、基礎学力の定着や課題解決の取組実践を図ってまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

指導主事を中心に、各中学校区の学校運営協議会で、小中連携

をめざして地域と一体となった取組が実施されている。 

また、初任者や若手教師の授業力向上と児童生徒の学力向上

に向けて、授業の工夫改善へ向けて指導助言が行われるなど、意

欲的な取組が見られる。今後もさらに、若手教師の悩みなどにも

目を向けてほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 

 

 

具 現 化 方 針 「徳」・・・豊かな心を育む教育の推進 

事 務 事 業 名 語学指導事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町内の小中学校に在籍する児童生徒 

目 指 す べ き 姿 

外国語指導助手の活用により、外国語の学習意欲を高め、多様

な異文化の認識、相互理解、コミュニケーション能力等を身につ

け、豊かな心を育むことを目指す。 

具体的な事業内容 

外国語指導助手（３名）を招へいし、全ての小中学校の外国語

活動及び英語授業の助手として活用する。 

児童生徒の授業の充実に取り組む中で、コミュニケーション

能力を培い、自分自身のことを他者へ伝えることが出来る児童

生徒の育成を図る。また、外国人指導助手との触れ合いにより、

人や文化など他と関わろうとする心を育む。 

最 終 予 算 額 １５，２４６千円 決 算 額 １５，２４６，０００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

外国語を話す力、聞く力の向上を目的に、語学指導の経験者など、経験や実績のあ

る高い指導力を持った３名を招へいし、質の高い外国語指導を行うことが出来ました。 

外国人指導助手を活用し、生の外国語に直接触れることで、授業内容の理解が深ま

り、児童生徒の外国語に対する意識が高まりました。 

今後も、児童生徒の英語への興味・関心をより高めていけるよう取り組んでまいり

ます。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

 

外国人指導助手を活用し、生きた外国語と他国の文化に触れ

る意欲的な学習活動が進められている。今後も小学校から中学

校へつなぐ相互の乗り入れ授業を展開し、「学びの連続性」をス

ムーズに、外国語学習が楽しいと思える児童生徒の割合を高め

てほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 

 

具 現 化 方 針 「徳」・・・豊かな心を育む教育の推進 

事 務 事 業 名 論語教育推進事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町内の小中学校に在籍する教職員及び児童生徒 

目 指 す べ き 姿 

人としての生き方・在り方について書かれた「論語」について、

素読など各校において特色ある取組を行うことで、徳育の推進

を図る。 

具体的な事業内容 

芦北町教育委員会発行の「論語百選」に基づき、各学校におい

て特色ある論語教育を実施する。 

 

令和６年度実績 

 論語百選の配布 

論語指導員講師による論語講演（田浦小・田浦中） 

最 終 予 算 額 ２０千円 決 算 額 ２０，０００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

本町では、町独自に論語の素読を中心とした「論語教育」に取り組んでいます。取

組内容は、各学校独自のもので、朝の学びの時間での素読、放送委員による校内放送

による全校一斉素読、校舎内の廊下や教室への掲示など様々であり、児童生徒の論語

への興味関心を高めることで、徳育の推進を図っています。これらにより、論語に触

れるきっかけが増え、古典や漢文への親しみが持てるようになるほか、論語の意味を

知ることで、人としての道や考え方に触れ、相手を尊重する心や、決まりを守ろうと

する心といった道徳心が養われ、素直で規範意識の高い児童生徒の育成に大きく寄与

しています。 

課題として、学校活動での時数では制限があるため、取組を工夫しながら児童生徒

の興味関心を高めていく必要があります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ｂ 
□満たしている 

□やや満たしていない 

■ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

 

町独自の論語教育も１０年以上と定着し、各学校で工夫した

取組が行われ、道徳心の醸成につながっている。 

今後は、町や学校の文化祭などでも、町民に「学び」の成果を

披露する機会を設けてほしい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 教 育 課 

- 11 -



 
 

点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 「体」・・・健康・体力づくりの推進 

事 務 事 業 名 教職員等健康診断事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町内の小中学校に在籍する児童生徒及び所属の教職員 

目 指 す べ き 姿 

児童生徒が心身ともに健康な状態で学校生活を送るために自

らの成長と健康を把握するとともに、教職員が安心して教育活

動に取り組むため、自らの健康について把握することを目指す。 

具体的な事業内容 

医師会等へ業務を委託し、日程調整等を行い、健康診断を実施

し、結果を通知する。必要があれば、委託先の専門家から適切な

指導・助言を行ってもらう。 

最 終 予 算 額 ２，２０４千円 決 算 額 １，７９０，７４５円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

児童生徒については、自分の成長と健康について把握することができ、病気の早期

治療や予防に役立っています。 

教職員についても、健康診断により、自身の健康状態を把握することにつながって

います。早期発見を行うことで、治療・療養又は定期的な通院等を行うことができて

います。近年は心の病気を患う教職員も少なくないため、メンタルヘルス調査と併せ

ストレス調査を実施することで、自身のストレスに気づきセルフケアなどを通じて不

調となることを未然に防止する役目を果たしています。 

本事業により、児童生徒及び教職員が健康で安心した学校生活を送ることが保たれ

ています。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効  率   性
（事業の効率性を    
高められるか） 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

児童生徒が自らの健康状態を把握し、病気の早期発見や治療

などに生かされている。また、教職員は健康診断を受けて病気の

早期発見、メンタルヘルス調査などストレス度合いを自ら把握

し、安心して勤務できる体制が図られている。 

今後も継続してほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 「体」・・・健康・体力づくりの推進 

事 務 事 業 名 各種大会等参加費助成事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町内の小中学校に在籍する各種大会に参加する児童生徒 

目 指 す べ き 姿 

各種大会への参加について、参加者輸送費の助成をすること

により、多くの児童・生徒の大会参加・競技力向上を促進する。 

具体的な事業内容 

各種大会へ参加するための民間バス借上げ料について、学校

の申請により必要な経費を助成する。 

 

最 終 予 算 額 １，０００千円 決 算 額 ８４３，１１０円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

スポーツ部門・文化部門において参加可能な全ての大会に参加できており、機会均

等が図られています。令和６年度の延べ参加者数は２５２名でした。 

令和６年度は各大会が予定どおりに行われ、参加資格を満たす全ての大会に出場す

ることができました。今後も生徒たちの運動機会・大会参加機会を十分に確保し、健

全で健康的な身体づくりにつなげてまいります。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

スポーツ部門、文化部門で２５２名が意欲的に参加し、全ての

大会が実施されている。今後も各種大会への適切な助成をお願

いしたい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 「体」・・・健康・体力づくりの推進 

事 務 事 業 名 学校給食センター管理運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 児童・生徒、教職員 

目 指 す べ き 姿 

・食事について正しい理解と望ましい食習慣を養う。 

・学校生活を豊かにし、明るい社会性を養う。 

・食生活の合理化、栄養の改善及び健康の増進を図る。 

・食料の生産、配分及び消費について正しい理解を解く。 

具体的な事業内容 

・小中学校児童・生徒及び教職員等への給食の提供。 

 （児童生徒は学校給食費無償） 

・各学校への栄養士による食育指導。 

 

最 終 予 算 額 １４０，９６９千円 決 算 額 １３９，９６９，４５５円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

学校給食においては、食中毒の予防など衛生管理を徹底し、安全・安心な栄養バラ

ンスのとれた給食や地元の食材を使った地産地消の給食を提供しました。また、食物

アレルギーを持つ児童生徒にはアレルギーに対応した給食の提供を行いました。 

栄養士の町内小中学校等での食育指導では、食事についての正しい知識等を児童生

徒に浸透させることができました。 

今後も引き続き安全・安心な給食の提供を行うとともに、食中毒の発生がないよう

に衛生管理を徹底してまいります。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

食中毒や、アレルギー対応など衛生管理に気をつけて、地産地

消の食材開発を進めるなど栄養のバランスを考えた学校給食が

推進されている。 

また、栄養士による食育指導も計画的に各学校で実施されて

いる。今後もさらに、児童生徒が好き嫌いを無くすために「生き

るための食事」など講話なども考えてほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

具 現 化 方 針 「体」・・・健康・体力づくりの推進 

事 務 事 業 名 給食費無償化及び給付金交付事業 

事 業 の 概 要 

対 象 
町内小中学校に在籍する児童・生徒、町外小中学校に通学する

児童・生徒の保護者（給付金は本町に住所を持つ者に限る。） 

目 指 す べ き 姿 

・保護者の経済的負担を軽減することにより子どもの成長を社

会全体で支え、子育て支援を推進する。 

・子どもたちの安心で充実した食の環境の安定に資する。 

・未来に向けた芦北町への移住定住の促進を図る。 

具体的な事業内容 

・小中学校児童・生徒に対する学校給食の無償提供 

・町外小中学校に通学する児童・生徒の保護者に対する町給食費

を限度とした給付金の交付 

（無償化） 963 人：52,503,460 円 

（給付金）  14 人：   732,631 円 

最 終 予 算 額 ５３，５９６千円 決 算 額 ５３，２３６，０９１円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和５年度から子育て支援の推進を目標とし、町内の小中学校児童生徒の「給食費

完全無償化」を開始しました。子どもたちを養育する保護者の経済的負担を軽減する

ことにより、子どもの成長を社会全体で支えるという理念のもと、多くの子育て世帯

を対象とした支援となりました。 

また、町内小中学校児童生徒の給食費無償化に留まらず、町外の小中学校に通学す

る児童生徒の保護者に対しても給食費相当額となる給付金を交付いたしました。これ

は、町外の小中学校であっても町内に住所を持つ保護者が申請を行うことにより当該

給付金を受給できるもので、子育て環境の整備充実を町内外へアピールするとともに、

町外から芦北町への移住定住の動機付けとなることを期待するものです。 

今後も子育て支援の拡充を図り、子育てしやすいまちづくりを行い、芦北町の魅力

を情報発信しながら、子どもたちの成長を支えるために事業を展開してまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

給食費の「完全無償化」対策は、保護者にとって経済的な負担

軽減からも重要で望ましい施策である。 

今後も子育て世帯の環境整備、移住定住促進のために情報発

信を続けてほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

具 現 化 方 針 不登校対策及び特別支援教育の推進 

事 務 事 業 名 
子ども自立支援室事業（自立支援室指導員、不登校対策支援員配置）及び特別支援教

育事業（教育支援委員会、特別支援教育支援員配置、特別支援教育奨励費援助事業） 

事 業 の 概 要 

対 象 教育的支援が必要な児童生徒 

目 指 す べ き 姿 

不登校及び不登校傾向等の児童生徒に対し、学習支援及び指

導等を行うことにより、適応力及び自立心を養い、学校や社会に

適応できる人づくりを推進する。また、一人一人の教育的ニーズ

を把握し、持てる力を最大限に伸ばすため指導及び必要な援助

を行う。 

具体的な事業内容 

・子ども自立支援室（週４回開催）における学習指導等 

・教育支援委員会による専門的知識を有する者の意見聴取 

・不登校対策支援員・特別支援教育支援員の配置 

・特別支援教育関係機関との連携を通した支援体制の推進 

・学びの場適正選択及び学びの場整備事業に係る第Ⅱ期先行モ

デル地域としての通級指導教室設置に向けた取組 

・特別支援教育就学奨励費による経済的援助 

最 終 予 算 額 ７３，６８９千円 決 算 額 ６８，９３０，６６２円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

不登校や不登校傾向にある児童生徒一人一人の課題が違うため、学校及び不登校対

策支援員との細やかな情報交換が必要です。自立支援室に３名の指導員を配置し、学

習の困難さや意欲低下、適応指導について丁寧に対応を行っています。また、特別支

援教育支援員を学校に１７名配置し、支援の充実と学習効果の向上や学校生活面での

安定を図り、研修による専門的知識の向上に努めました。教育支援委員会では、必要

な支援や適切な就学先について専門家の意見を聴取しました。令和６年度において県

先行モデル地域の決定を受け、学びの場の適正選択及び学びの場整備事業として、通

級指導教室の設置に向けた調査や検討を行い、令和７年度より佐敷小学校を拠点校と

する巡回型の通級指導教室の設置が決定されました。児童生徒一人一人の持てる力を

最大限に伸ばすため、多様な学びの場の充実を図ります。また、特別支援学級に在籍

する児童生徒には、奨励費補助金による経済的支援を行っています。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

自立支援室指導員、不登校対策支援員、特別支援教育支援員

が、適材適所に配置され、児童一人ひとりの課題解決に向けた対

策が講じられている。今後も指導員、支援員が力量を高めるため

に定期的に専門的研修の充実をお願いしたい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 

- 16 -



 
 

 
点検及び評価結果報告書 

 

 

  

具 現 化 方 針 安全・安心な教育環境の整備推進 

事 務 事 業 名 準要保護児童生徒就学援助事業 

事 業 の 概 要 

対 象 経済的な理由により就学が困難な児童生徒（保護者） 

目 指 す べ き 姿 

対象者に必要な援助を行うことで、子どもが安心して教育を

受けられ、教育の機会均等が図られる。 

具体的な事業内容 

就学援助費の支給 

・学用品費、通学用品費、給食費、修学旅行費、新入学学用品費、

校外活動費、卒業アルバム代 

最 終 予 算 額 ２０，１１９千円 決 算 額 １４，５５０，９２６円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対して必要な援助を行うこと

で、児童生徒が平等に教育を受ける環境の整備が図られました。 

令和６年度の認定者数は、小学校が９３名、中学校が６８名の合計１６１名でした。

また、小中学校入学前に必要な学用品等の購入が出来るよう、新入学児童生徒学用品

費等を小学新１年生８名に対し、４５６，４８０円、中学新１年生１８名に対し、１，

１３４，０００円の合計１，５９０，４８０円の援助を行いました。 

修学旅行費や校外活動費については、家計では高額な出費となるため保護者の希望

により事前払による支給ができるよう対応しています。今後も一人親世帯や不況・失

業等、社会情勢の変化に伴い、事業の必要性は増すことが予想されることから、引き

続き周知の徹底を図る必要性があります。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

一人親世帯、不況、失業など社会情勢の変化に伴う経済的困窮

状況にある保護者に就学援助費が支給されることは、教育の機

会均等の面からも重要な事業である。 

今後も家庭の状況を把握した対応をお願いしたい。 

 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 

- 17 -



 
 

点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 安心・安全な教育環境の整備推進 

事 務 事 業 名 スクールバス運行事業 

事 業 の 概 要 

対 象 小学校５校及び中学校３校 

目 指 す べ き 姿 

自宅から学校への遠距離の徒歩通学は、時間的、体力的に児童

生徒の負担となり、また、事故や事件等の危険性も高い。その対

策として、スクールバスの活用により、児童生徒の通学の負担軽

減と安全の確保を図る。 

具体的な事業内容 

・スクールカー10 人乗り 4 台 

・スクールバス 29 人乗り 17 台 

・人材派遣会社へ運転業務を委託して実施 

 

 

最 終 予 算 額 ４７，８４８千円 決 算 額 ４６，２４３，２２１円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

学校の統廃合により、児童生徒の通学距離が長距離となる傾向の中、徒歩や自転車

による遠距離通学は安全確保上厳しい状況にあります。そのような現状に対応するた

め、スクールバスを活用し、遠距離通学者の安全な登下校の確保を目指します。また、

登下校以外の校外活動や部活動での利用を行うことで更なる利便性を図ることがで

き、教育の機会均等に努めました。 

令和５年度に実施したアンケート等の調査結果を基に、令和６年度から運行範囲を

拡大し、さらなる登下校の安全確保を図りました。 

今後も、将来における安全かつ利便性の高いスクールバス事業を展開するため、委

託業者と連携の強化を図ってまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

スクールバスが安全に走行するために、運行計画の改善、アン

ケートの実施など見直しが図られている。 

今後もさらに、委託業者、バス運転士との意思の疎通が日常的

に図られるようにお願いしたい。 

 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 安全・安心な教育環境の整備推進の確立 

事 務 事 業 名 通学費補助事業 

事 業 の 概 要 

対 象 遠距離通学、公共交通機関利用の通学を行う児童生徒 

目 指 す べ き 姿 

遠距離通学に係る経費、公共交通機関を利用した通学に係る

経費を補助し、通学距離・手段による負担の格差を解消すること

で教育の機会均等を図る。 

具体的な事業内容 

民間バス利用通学、鉄道利用通学に要する費用を、対象者個人

の申請により補助する。また、小学校４ｋｍ以上・中学校６ｋｍ

以上の距離を通学するスクールバス非利用者に対し、学校の申

請により補助する。 

最 終 予 算 額 ０千円 決 算 額 ０円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

 スクールバスの運行範囲の拡大を図ったため、調査した結果、令和６年度は対象者

がいませんでした。 

 今後も対象者把握に留意し、教育の機会均等に努めてまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

スクールバスの運行拡大により、対象者はいなくなり良かっ

たが、今後も毎年現状の把握に努めてほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 安全・安心な教育環境の整備推進 

事 務 事 業 名 小中学校維持管理事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町内全小中学校 

目 指 す べ き 姿 

学校施設の整備を図ることにより、安全で快適な教育環境を

提供する。 

具体的な事業内容 

各小中学校修繕の外、田浦小手洗場改修工事、内野小屋外汚染

排水管改修工事、内野小電話交換機システム導入工事、田浦中屋

上防水改修工事及び湯浦中法面補修工事を実施した。 

最 終 予 算 額 ６５，８７４千円 決 算 額 ６４，９１０，４２２円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

学校施設の改修を行ったことで、安全で快適な教育環境が生み出され、児童生徒は

充実した生活を営むことができました。 

今後の課題としては、校舎等の施設や設備の多くが年数の経過による老朽化が進行

しており、費用の面から緊急度・優先度を見極めて整備する必要があります。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ｂ 
□満たしている 

□やや満たしていない 

■ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

各学校の修繕、及び改修工事など、対応が順次急ぐところから

工事が進められている。 

今後も、老朽化しているところから早急に対応を講じてほし

い。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 安全・安心な教育環境の整備推進 

事 務 事 業 名 奨学資金貸付事業 

事 業 の 概 要 

対 象 高等学校、大学及びこれらと同程度の学校に修学する者 

目 指 す べ き 姿 

高校、大学等に進学を希望する学徒で、経済的な理由により修

学が困難な者に対して奨学資金を貸与し、学習の機会を確保す

る。 

具体的な事業内容 

・高等学校（同程度の学校に修学する者含む。）1 人当たり月額

1 万 5,000 円以内の貸付 

・大学（同程度の学校に修学する者含む。）1 人当たり月額 5 万

円以内の貸付 

・入学準備金 50 万円以内の貸付 

最 終 予 算 額 ２４，０００千円 決 算 額 １９，９６０，０００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

事業の成果は、新規申請者９名（大学９名）に対して、全員を奨学生として採用し、

教育の機会均等に資することができました。継続貸付者は２３名で、合計３２名を奨

学生として採用しています。 

現年度分の収納率は９７．８７％、過年度分の収納率は７．５８％です。現年過年

合わせた令和７年度への滞納繰越額は２，７６８，５００円となりました。 

今後も滞納額の縮減に向け、催告状の送付や訪問徴収、滞納者個別の納付計画の立

案等を実施してまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

新規申請者９名全員に奨学金を貸与できたことは、保護者の

経済的負担軽減からも大切な事業である。 

しかし、今回も滞納額総額２００万円以上と、回収できていな

い現実をみると、新規のときに、もっと丁寧に返済できる約束

を、確認しておくべきである。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 社会に開かれた教育課程の実現 

事 務 事 業 名 教育連携連絡協議会事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町内小中学生、保育園児（未就学児） 

目 指 す べ き 姿 

保育園等から小学校へ、小学校から中学校へ滑らかに移行で

きるように、様々な取組を行い、学校に対する不安や抵抗感をな

くすとともに、各機関の連携を図った教育指導等を確立する。 

具体的な事業内容 

・教育連携連絡協議会開催 

・幼保小中連携部会・特別支援教育連携部会の開催 

・校区別担当者（コーディネーター）会議の開催 

・各関係機関との交流活動  

最 終 予 算 額 ７８千円 決 算 額 ６３，２７８円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

 保小中間の就学の滑らかな移行を推進する幼保小中連携と特別支援教育に関する取

組を更に推進し、様々な状況に対応することができる体制づくりと関係機関との連携

を図るため、年間を通した事業活動に取り組みました。担当者の専門的知識の向上の

ための研修や、幼保小中連携カリキュラムと目指す子ども像の系統表を確認し、協働

で一体的な取組の重要性の共通理解を図りました。また、保小接続期２年間の育ちと

学びの連続性の確保の観点から、新たに架け橋期カリキュラムを策定しました。担当

者会議は、教育現場や家庭が抱えるさまざまな課題に対して共同で取り組み、効果的

な解決策を見出す力の強化と子どもたちが「自分の良さを生かす」ことができる多様

なニーズに応える教育力の強化につながっています。関係機関における、課題に取り

組むための持続可能な体制づくりと情報共有への理解・協力が不可欠です。すべての

子どもがその違いや特別なニーズに関わらず、同じ場で学び、成長することを目指す

教育の理念及び実践を指す「インクルーシブ教育」のシステム構築のため、物理的な

学習環境の整備や一人一人の能力を最大限に発揮できるような支援が必要です。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効  率  性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

「学びの連続の確保」という視点に立って、幼保小中、特別支

援教育との連携が保たれて、情報の共有、多様性の理解など「イ

ンクルーシブ教育」の実現を目指した取組が進められている。 

今後もさらに、カリキュラムの継続と見直しを図ってほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 社会に開かれた教育課程の実現 

事 務 事 業 名 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町内の小・中学校 

目 指 す べ き 姿 

学校が、保護者や地域住民等と育てたい子ども像や目指すべ

き教育の目標を共有し、保護者や地域住民等の学校運営への参

画や支援・協力を促進することにより、信頼関係を深め、学校運

営の改善や児童生徒の健全育成を図る。 

具体的な事業内容 

中学校区毎に、学校運営協議会を設置し、地域の子どもを中心

にしながら、子どもたちの成長や学びについて協議を行う。 

また、地域と学校で協働し、特色ある活動を実施することで、

社会に開かれた教育課程の実現に取り組む。 

最 終 予 算 額 １，２７３千円 決 算 額 ８０４，９７６円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

中学校単位の学校運営協議会（コミュニティスクール）では、五者（学校・子ども・

家庭・地域・行政）が連携し、地域住民の参加を促し、地域の特色を生かした教育を

行うため校区における目標を共有し、共通実践を図るために協議会で活発な協議を行

っています。 

校区での課題に対して、委員がそれぞれの立場や経験をもとに意見を出したり、地

域学校協働活動とつなげたりしながら解決に向けて進めています。 

令和６年度は、各校区で５回の協議会を実施したほか、校区毎に特色ある活動を実

施することができました。 

今後も、学校運営への支援や課題解決のための手立てを協議し、それぞれの中学校

区で地域独自の新たな取組等につなげ学校を支援してまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

各校区ごとに５回の協議会を開催し、地域の特色を生かした

活動が展開されている。 

今後も「地域の子どもは地域で育てる」という視点に立って、

町以外の取組なども参考にしながら魅力的な活動をさらに期待

したい。 

 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 教 育 課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 生涯学習の推進 

事 務 事 業 名 社会教育委員運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 社会教育委員 

目 指 す べ き 姿 

社会教育法第１５条に規定される社会教育委員は、教育委員

会の諮問に応じ助言や意見を述べるなど、更なる家庭教育や地

域教育力の向上を目指す。 

具体的な事業内容 

教育委員会事務局が提示した、社会教育各種計画案の審議、ま

たは、社会教育法第１７条第３項に規定される教育委員会から

委嘱された青少年教育の事項について、社会教育関係団体、社会

教育指導者に対し、助言や指導を行う。 

最 終 予 算 額 １，０７３千円 決 算 額 ８０３，７８２円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

年２回（５月・３月）の社会教育委員会を開催し、社会教育に関する事業について

提言・意見をいただきました。 

また、９月に西原村で開催された熊本県社会教育研究大会や、１１月に開催された

九州ブロック社会教育研究大会（鹿児島市）に参加し、各委員の教養を高めるととも

に、理解を深めることができました。 

今後も研修等に積極的に参加し、職員、委員の資質向上を図ってまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

年２回の社会教育委員会や熊本県社会教育研究大会（西原村）

九州ブロック社会教育研究大会（鹿児島市）など、社会教育委員

や担当職員の研修の充実が図られている。 

今後もさらなる「生涯学習社会」の持続を目指して、社会教育

委員の提言なども広報で知らせてほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 生涯学習の推進 

事 務 事 業 名 生き生き大学運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町内在住の高齢者（60 歳以上） 

目 指 す べ き 姿 

急激に変貌する現代社会にあって、高齢者が社会に適応し、豊

かで生きがいのある生活を創造するための一助となることを目

的とする。 

具体的な事業内容 

全地区を対象に受講生を募集し、2 地区（佐敷・湯浦）におい

て毎月１回（年間 9 回）のクラブ活動（ヨガ、健康料理教室等）

を実施している。 

最 終 予 算 額 ８５４千円 決 算 額 ５３３，９８１円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度は１２講座中８講座を開講し、中でも新規で開講したスマホ教室におい

ては定員を超過する申込があり、人気を博しました。その他の講座についても前年以

上の受講生が集まり、最終の受講生数は令和５年度の６８名を大きく上回る１１８名

となりました。 

課題としては、定員を超過するクラブがある一方で不開講となる講座が見受けられ

たため、町民のニーズに沿った新規講座の開設や、人気の高い講座の他地区での開講

など事業内容を検討し、学習意欲の向上と受講生の増加を図ってまいります。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ｂ 
□満たしている 

□やや満たしていない 

■ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

スマホ教室など定員を上回る講座が開設され、受講者のニー

ズに対応した取組が行われている。また、例年の２倍近くの受講

者があり、意欲的な学びの場が開設されている。課題としてニー

ズの少ない講座については、見直しも必要である。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

 

具 現 化 方 針 生涯学習の推進 

事 務 事 業 名 青少年育成町民会議支援事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町内の青少年 

目 指 す べ き 姿 

青少年健全育成町民会議の活動を支援することにより次代を

担う青少年の健全な育成を図る。 

具体的な事業内容 

一日一汗運動への青少年の参加要請、夏祭り街頭指導、講演

会、青少年発表支援、新成人への心の健康啓発 

最 終 予 算 額 ２５０千円 決 算 額 １３６，１３４円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

一日一汗運動では地域活動への青少年の参加促進を図り、夏祭り街頭指導では青少

年の非行防止に取り組みました。 

また、保護司会及び郡公民館連絡協議会と共催し、命をテーマとした講演会を開催

しました。新成人への心の健康啓発も行い、青少年の健全育成に努めました。 

 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ｂ 
□満たしている 

□やや満たしていない 

■ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

青少年参加の一日一汗運動や夏祭りでの街頭指導など、青少

年の健全育成をめざした取組が計画的に実施されている。また、

保護司会と郡公民館連絡協議会と共催した「命」をテーマとした

講演会は、心の醸成、啓発につながっている。 

今後もさらに、新成人者による社会体験の発表会や社会貢献

活動など、若者の取組を広げてほしい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 生涯学習の推進 

事 務 事 業 名 演奏家派遣事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町民・小学生 

目 指 す べ き 姿 

次世代の音楽文化を担う子どもたちが音楽の素晴らしさや楽

しさを体感し、豊かな心を育むとともに、住民の心を豊かにし、

魅力的なまちづくりを実現する。 

具体的な事業内容 

県立劇場と共催で各小学校に演奏家を派遣し、出前講座を行

う。限られた空間で生の音に触れ演奏家との対話を通じて音楽

を楽しむことを目的とするもの。 

各小学校での出前講座終了後は、派遣の演奏家による町民向

けの演奏会を開催する。 

最 終 予 算 額 ５９０千円 決 算 額 ５５０，０００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

 各小学校にて、生の演奏に加え、実際に楽器に触れるなどの体験や、児童の意見、

感想を聞くなどのコミュニケーションを通じた出前講座を実施しました。 

 その後のアンケートにおいて、前よりも音楽が好きになった、音色がとてもきれい

だった、また演奏を聴きたいと思った等、高評価をいただきました。 

 また、出前講座終了後は、１１月に活性化センターにおいて派遣した演奏家による

町民向けの演奏会を開き、約１５０名の参加があり生演奏に触れた来場者から好評を

得ました。 

 

【出前講座】 １１月実施 

・内野小・・・トランペット 

・田浦小、湯浦小・佐敷小、大野小・・・コントラバス 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

演奏家派遣事業による出前の生の演奏会は、子どもたちや町

民に音楽のすばらしさを体得させる上からも大切な事業であ

る。アンケートにも見られるとおり、音楽の演奏を通して心の醸

成が図られている。今後も続けてほしい事業である。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

  

具 現 化 方 針 生涯学習の推進 

事 務 事 業 名 町民講座運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町民 

目 指 す べ き 姿 

町民の教養の向上、生きがいや仲間づくりのため、町民自らが

学習のテーマを持って学習活動に取り組む 

具体的な事業内容 

年間を通して趣味や健康づくり、教養等の講座を実施。 

町民講座 31 講座、子ども講座 4 講座の開講 

最 終 予 算 額 ５，９３４千円 決 算 額 ５，２７７，０６０円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

１人につき３講座まで受講でき、同じ講座の受講は最大５年間と制限を設けること

によって、より多くの方に受講する機会を与えられるよう考慮していますが、受講生

にアンケートを実施したところ、５年という制限を延長してほしいという意見が多か

ったため、次年度は、同一講座の受講について通算７年まで受講が可能とすることと

しています。 

令和６年度は、町民講座３１講座中２８講座、子ども講座３講座を開講し、年間を

通して実施することができました。 

今後も、ニーズに沿った講座の開設など、魅力ある事業を実施してまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

町民の教養や生きがいづくりをめざして、受講者のニーズに

対応した魅力的な講座が設けられている。 

今後はさらに、町民に広く学んでほしいと思う講座の開設、例

えば年々減少していく「地域の伝統的な行事」や「芦北の歴史講

座」など教育委員会としての仕掛けもさらに必要である。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 生涯学習の推進 

事 務 事 業 名 成人式開催事業 

事 業 の 概 要 

対 象 新成人（令和 6 年度は平成 16.4.2～平成 17.4.1 生） 

目 指 す べ き 姿 

成人式実行委員会を発足し、式典の一部を運営することによ

って、地域づくりの担い手としての自覚を持ち、成人を全員でお

祝いし、活躍してもらう。 

具体的な事業内容 

成人の日前日に成人式の開催 

令和 6 年度 対象者 120 人（うち出席者 106 人） 

最 終 予 算 額 ６０６千円 決 算 額 ４３８，１４３円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和７年１月１２日に、芦北町民総合センター（しろやまスカイドーム）で開催し

ました。 

１０月に新成人による成人式実行委員会を発足し、式典へ向けて準備を行いました。 

実行委員においては、自分たちの成人式という意識の元、積極的に取り組み、式典の

一部運営を担いました。 

昨年に引き続き、事前に受付カードを送付する等、混雑緩和のための対策を行い、

混乱もなく、成人者及び保護者から喜びの声を多数いただきました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

成人者で実行委員会を組織して、式典の準備に協力し、魅力的

な成人式が毎年推進されている。保護者からも好評であるが、さ

らに、毎年の決まった内容から、１つだけでも例年にない取組を

考えてほしいと期待する。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 

- 29 -



 
 

点検及び評価結果報告書 
 

  

具 現 化 方 針 生涯学習の推進 

事 務 事 業 名 家庭教育支援事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町内小・中学校児童生徒、保護者 

目 指 す べ き 姿 

家庭の教育力の向上を図るとともに、不登校や問題行動等の

未然防止や早期発見、早期対応により、児童生徒の健やかな成長

に資する。 

具体的な事業内容 

支援員３名を配置 

町内小・中学校を管轄し、各種相談に対応 

小・中学校の要請に応じ、「親の学び」講座を開催 

家庭教育情報誌の発行 

最 終 予 算 額 １，１３８千円 決 算 額 ６１７，８３５円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

支援員を増員して各中学校区に配置し、保護者等からの様々な相談対応や、「親の

学び」講座等を実施しました。 

 

令和６年度実績  ・相談件数 22 件 

・「親の学び」講座開催 1 回 

          ・小学生への命の授業 １回 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

相談体制の充実が図られ、２２件の相談件数があり、不登校や

問題行動などの早期発見、未然防止につながっている。また、「親

の学び講座」や小学生への「命」の授業など家庭の教育力を高め

る取組が進められている。 

今後はさらに、保護者による「子育て体験記」など、発表の場

を設けることも意義があると思う。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 生涯学習の推進 

事 務 事 業 名 コミュニティセンター管理運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 コミュニティセンターの施設設備 

目 指 す べ き 姿 

コミュニティセンター施設使用者が、安全で快適に利用でき

るよう施設を管理運営する。 

具体的な事業内容 

各種施設設備（電気保安業務、エレベーター保守等）点検や施

設管理、警備や清掃等の業務委託、施設の維持管理 

 

 

最 終 予 算 額 ２０，５６０千円 決 算 額 １９，８１５，０８６円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

来館者が安全・安心で快適に利用できるよう各種設備点検、清掃、警備等の業務委

託を行い、施設の適切な維持・管理に努めました。 

 また、町内外から多くの方々に来館いただいており、令和６年８月には、入館者が

３０万人を突破しました。今後もあらゆる世代が集い、つながり、学習する地域間交

流の拠点として魅力ある施設づくりに努めてまいります。 

 

〇令和 6 年度の利用者数 

 ・公民館・・・・・13,035 人    ・歴史資料展示室・・・・・ 1,107 人 

・図書館・・・・・51,517 人    ・子どもの広場  ・・・・・40,413 人 

 利用者の合計  106,072 人 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

コミュニティーセンターが町の生涯学習の拠点として、利用

者が３０万人を超えるなど、すばらしいことである。蔵書図書も

充実してきていると思う。一方で、利用者の多くは同じ人に限ら

れているように思われる。今後はさらに、町の広報誌以外にも、

図書館だより等定期的に発行し、行ってみたいと思う啓発活動

をお願いしたい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 生涯学習の推進 

事 務 事 業 名 子どもの広場管理運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 施設利用者 

目 指 す べ き 姿 

子どもの広場の利用者が、安全で安心して利用できるよう施

設を管理運営する。 

具体的な事業内容 

施設内清掃、遊具の消毒。 

各種イベント（季節の行事に合わせたワークショップや木工

教室等）の開催。 

最 終 予 算 額 １６，４１３千円 決算額 １５，７３４，２８０円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

施設内の清掃、遊具の消毒を行い、利用者の見守りを行うなど安全・安心に配慮し

て運営しました。 

木のおもちゃを通した「木育」を図るため、キッズカフェなどの木の遊具を新たに

購入し、豊かな心の醸成とコミュニケーション能力の育成に努めました。 

また、幅広い方々に来館いただけるよう季節の行事に合わせたワークショップをは

じめ、外部講師による木工教室やサンドアートづくり、クリスマスリース＆しめ縄づ

くり、肥薩おれんじ鉄道とのコラボイベントなどを実施しました。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

子どもの広場の施設の清掃、遊具の消毒など利用者の衛生と

安全を配慮した対応が適切に図られている。また、季節に合わせ

たワークショップ、木工教室、サンドアートづくり、クリスマス

リース、しめ縄作り、肥薩おれんじ鉄道とのコラボイベントなど

魅力的な企画で楽しい活動が展開されている。今後もさらに、他

団体と連携した企画を期待したい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 読書活動の推進 

事 務 事 業 名 図書館管理運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町民 

目 指 す べ き 姿 

教養、調査、読書活動等に資する資料を提供し、知の情報拠点

となる。また、子どもの頃から読書・本に親しみ、生涯にわたり

学習する意欲を養い心豊かな人間性を育む。 

具体的な事業内容 

図書館システムの活用により、図書等を収集・整理・保存し、

利便性の高い利用者サービスを提供すると共に、町立図書館の

適切な施設管理をおこなう。また、館内展示や POP コンテストの

実施、学校図書室の環境整備支援等を通じ読書活動を推進する。 

 

最 終 予 算 額 ３０，５９６千円 決算額 ３０，１６４，４６４円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

貸出利用の多いマンガや小説の充実、流行に合わせたテーマの本の特集展示、適切

な蔵書管理により、読書意欲の創出を図り、心豊かな人間を育む知の情報拠点として

の機能を果たしました。 

利用者数、貸出冊数については、R2.12 の新図書館開館以来、増加傾向にあります。 

利用者数 (R2)10,764 人(R3)30,245 人(R4)33,173 人(R5)42,724 人(R6)51,517 人 

貸出冊数 (R2)12,937 冊(R3)41,607 冊(R4)45,003 冊(R5)52,900 冊(R6)64,619 冊 

また、県博物館ネットワークセンターや役場各課と連携した企画展示、ホームペー

ジ上での情報発信、POP コンテスト、ブックスタート事業、子どもの広場と連携した

読み聞かせなどにより、町民が本に親しむ機会を創出しました。 

さらに、小中学校図書室運営支援や、全校全クラスへの学級文庫の配本など学校と

の連携を図りました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

貸出利用の多い漫画や小説図書の整備が図られて、貸出数も

年々高まっている。また、企画展、情報発信、ＰＯＰコンテスト、

読み聞かせなど魅力的な事業が展開されている。 

今後もさらに、町民への広報活動をお願いしたい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

 
 

具 現 化 方 針 学校と地域社会の連携推進 

事 務 事 業 名 放課後子ども教室推進事業 

事 業 の 概 要 

対 象 佐敷小学校 1 年～3 年生、湯浦小学校 1 年～6 年生 

目 指 す べ き 姿 

地域の方々の協力を得て放課後に子どもの安全で健やかな活

動場所を確保し、総合的な放課後対策を実施する。 

具体的な事業内容 

地域ボランティアの協力をいただき湯浦小学校と佐敷小学校

で週 2 回（火曜・木曜）、午後 3 時から午後 5 時 15 分まで勉強

やスポーツ、レクリェーション、交流活動を行う。 

主な活動内容：学習タイム、ニュースポーツ体験、県ボランティ

ア派遣事業を活用した流木ストラップ作り体験や、読書活動等。 

最 終 予 算 額 １，８６５千円 決 算 額 １，７８７，３８４円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

県の体験活動ボランティア派遣や芦北町スポーツ推進委員などの活用で年間を通し

充実した活動を実施することができ、児童も大変喜び満足している様子が見られまし

た。 

各校 1 名ずつ（計２名）コーディネーターを配置していますが、地域ボランティア

からなるサポーターの確保につきましては、今後も課題であり、広報活動や他事業と

の連携を図ってまいります。 

 

【申込者数】     【年間実施回数】 

・湯浦小 23 名      ・湯浦小 54 回 

・佐敷小 23 名      ・佐敷小 52 回 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

佐敷小、湯浦小ともに、県の体験活動ボランティア派遣や芦北

町スポーツ推進委員の活用で、ニュースポーツや学習、読書活動

など楽しい企画で実施されている。課題としてサポーターの確

保が難しいとされるが、無理のない範囲で続けてほしい。 

 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 学校と地域社会の連携推進 

事 務 事 業 名 地域学校協働本部事業 

事 業 の 概 要 

対 象 全小・中学校児童生徒 

目 指 す べ き 姿 

学校活動の中で学校が必要とするボランティアを派遣し、支

援することで学校と地域が連携・協働し、地域ぐるみで子どもた

ちを育てる。 

具体的な事業内容 

全中学校区において、地域学校協働本部事業（学習支援、安全

支援、環境整備支援等）を行う協働本部へ補助金を交付し、活動

の推進を図る。 

最 終 予 算 額 １，５５８千円 決 算 額 １，２４１，５４１円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

各中学校区に推進員を置き、校区推進員を中心に学校が求める活動へボランティア

を派遣し、登下校の安全見守りや本の読み聞かせ、植木の剪定、校舎・運動場周辺の

草刈りなどの支援を行いました。 

本部会議を年２回開催し、委員から活動計画への助言、意見等をもらい活動に活か

しています。 

今後も、さらに事業を推進するため、地域のボランティア確保に向け、広報活動に

努めてまいります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

各中学校区の校区推進員を中心に、登下校の見守り、読み聞か

せ、樹木の剪定、草刈りなど意欲的な支援活動が実施されてい

る。また、本部会議を行い、課題等が活動に生かされている。 

今後もさらに、地域ボランティアの発掘に力を注いでほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 人権教育の推進 

事 務 事 業 名 人権教育推進事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町民 

目 指 す べ き 姿 

人権が尊重され、差別のない社会をつくる。 

具体的な事業内容 

水俣芦北地区人権教育推進協議会への参画 

水俣芦北地区人権教育研究大会参加 

熊本県人権教育研究大会、部落解放研究集会、人権に関する各 

種研修会への参加 

最 終 予 算 額 ３６９千円 決 算 額 ２７５，８００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度は８月に芦北町で第２２回水俣・芦北地区人権教育研究大会が開催され、

本町から約１２５名が参加しました。 

人権問題に対して幅広い人に関心を持ってもらい、理解を深めることが課題です。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

前年度に比べ４０人以上増えた参加者数で、水俣病問題や部

落差別問題、ハンセン病問題、いじめ問題などさまざまな人権課

題について有意義な研修が実施されている。 

今後もさらに、学んだ一人ひとりが、人権啓発をしていくとい

う意識や自覚を持ってほしいと願う。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 公民館活動（地域活動）の充実 

事 務 事 業 名 中央公民館運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町民、自治公民館 

目 指 す べ き 姿 

地域の活性化や安全・融和等それぞれの地域の特色を生かし

た創造性豊かな自治公民館活動の充実。 

具体的な事業内容 

公民館運営審議会の開催、公民館研究大会への参加を通して

自治公民館活動への指導、助言、支援等。また、中央公民館の使

用許可、減免申請の受付、物品の貸し出し業務。 

最 終 予 算 額 ３９２千円 決 算 額 ３２６，９７１円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

公民館運営審議会について、年２回（５月・３月）開催をしました。（社会教育委員

会と合同） 

県公民館大会・県社会教育研究大会に、職員及び自治公民館連絡協議会役員で参加

しました。 

中央公民館研修室等の貸出については、適宜清掃を実施し、快適な利用環境の提供

に努めました。 

 

【研修室利用者数】 

 Ｒ6 年度 13,035 人（参考：Ｒ5 年度 10,894 人） 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

前年度に比べて研修室利用者が２０００人以上増えるなど、

積極的な利用が見られる。また、公民館運営協議会、公民館九州

大会、熊本大会など、館長や事務局職員の研修の充実が図られて

いる。今後もさらなる中央公民館の利用増を期待したい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

 

具 現 化 方 針 公民館活動（地域活動）の充実 

事 務 事 業 名 地区公民館施設整備支援事業 

事 業 の 概 要 

対 象 自治公民館施設 

目 指 す べ き 姿 

自治公民館利用者の利便性を図り、自治公民館の使用を増進

し、自治活動の向上を目指す。 

具体的な事業内容 

地区公民館施設整備支援事業によって地区公民館の建設等を

行う地域に対して補助金を交付し、自治公民館利用者の利便性

や周辺環境を改善する。 

補助事業の種類として、町単独で行う地区公民館建設補助金、 

宝くじの社会貢献を目的としたコミュニティ助成事業補助金が

ある。 

最 終 予 算 額        １，２１４千円 決 算 額 １，２１３，０００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

本事業の実施により、自治活動の場所や環境が改善され、自治公民館活動の向上が

見込まれます。 

地区公民館建設補助事業として、令和６年度は、箙瀬公民館ほか４か所の公民館の

改修、修繕等に係る経費に対し、補助金を交付しました。 

自治公民館は、地区活動の拠点であると同時に、災害が発生した場合の一時避難所

となる機会も多いため、地区の要望に寄り添いながら事業を継続していくことが重要

です。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ｂ 
□満たしている 

□やや満たしていない 

■ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

箙瀬公民館他４か所の改修、修繕の補助金が交付され、自治公

民館の施設管理の充実が図られている。 

今後も、被災した箇所や老朽化した箇所から順次優先的に対

応してほしい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

 

具 現 化 方 針 歴史・伝統文化の尊重 

事 務 事 業 名 演能会開催事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町民及び近隣市町村住民 

目 指 す べ き 姿 

日本固有の伝統芸能である薪能等を鑑賞できる機会を提供

し、文化財の愛護及び豊かな感性を育み伝統文化の大切さを感

じてもらう。 

具体的な事業内容 

芦北町演能会の実施 

・日本の伝統音楽演奏、狂言と能の上演実施 

開催日時 

 ・令和６年１０月３日 

入場者数 

 ・２９４人 

最 終 予 算 額 ２，８１２千円 決 算 額 ２，６１８，９６６円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

しろやまスカイドームを会場とし、開会行事では熊本県神社庁雅楽部による雅楽演

奏や火入れ式があり、次いで狂言師野村万禄（萬狂言）による狂言「棒縛」、喜多流喜

秀会による能楽「天鼓」が上演されました。 

町民が我が国の古典芸能を直に観覧し、伝統文化や文化財に対して関心を持つ機会

となりました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 

□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者 

近年は、しろやまスカイドームの開催となったが、古典芸能で

ある雅楽や狂言、能楽など、毎年すばらしい演能会が実施されて

いる。参加者は比較的限られているが、今後もさらに町民へのＰ

Ｒをお願いしたい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 

- 39 -



 
 

点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 歴史・伝統文化の尊重 

事 務 事 業 名 佐敷城跡調査事業 

事 業 の 概 要 

対 象 佐敷城跡、佐敷城跡出土物 

目 指 す べ き 姿 

佐敷城跡についての理解と関心を町民に深めてもらうととも

に、後世に伝える。 

具体的な事業内容 

国史跡佐敷城跡の出土遺物の調査研究及び展示。 

被災した町内文化財の洗浄、修復等の整理作業 

・出土遺物整理（通年） 

・歴史資料展示（通年） 

最 終 予 算 額 ８，１９２千円 決 算 額 ８，０４０，４７３円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

国史跡佐敷城跡は、町を代表する文化財であり、史跡佐敷城跡保存管理計画に基づ

き適正に管理を進めています。 

なお、佐敷城跡からの出土遺物は整理作業を行い、特に重要な遺物については歴史

資料展示室で展示を行っています。 

また、令和２年７月豪雨災害により被災した古文書等の文献資料について、目録作

りのほかクリーニングや脱臭作業などの整理作業を継続して行いました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

毎年、史跡佐敷城跡保存管理計画に基づいて、出土遺物の整理

や、重要な遺物の資料室展示など適切に管理されている。 

また、被災した古文書等のクリーニング脱臭作業など丁寧な

作業が実施されている。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 歴史・伝統文化の尊重 

事 務 事 業 名 文化財保護審議会運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 芦北町文化財保護審議会委員、町内に残る文化財 

目 指 す べ き 姿 

町内に残る歴史遺産の保護継承を図り、町民の文化財保護意

識の高揚を図る。 

具体的な事業内容 

文化財保護審議会における、町内文化財の保護及び活用に関

する指導助言、町指定文化財に関わる審議を行う。 

・文化財保護審議会開催（２回） 

・熊本県文化財保護大会（１回） 

・文化財保護先進地視察研修（日帰り） 

最 終 予 算 額 １５８千円 決 算 額 １０３，０８０円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度は審議会を４回開催（県文化財保護大会出席含む）し、佐敷城跡の樹木

伐採や文化財標柱設置など、文化財の管理状況について確認を行いました。 

なお、文化財保護先進地視察研修では、文化庁が作成を推進している文化財保存活

用地域計画策定に向けて、既に計画策定を行った水俣市で担当者から計画策定におけ

る文化財保護審議会の役割などについて学んだほか、鹿児島県出水市の伝統的建築物

群保存地区を視察し、伝統的な建築物の保存活用について知見を深めました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ｂ 
□満たしている 

□やや満たしていない 

■ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

年３回の文化財保護審議会と、県文化財保護大会が開催され、

また、水俣市での「文化財保存活用地域計画策定」の研修及び出

水市での伝統的建築物の見学など、文化財保護審議会委員の見

識を高める研修が実施されている。 

今後は、本町でも本格的に「保存活用地域計画策定」を完成さ

せていかなければならない。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 歴史・伝統文化の尊重 

事 務 事 業 名 文化財調査事業 

事 業 の 概 要 

対 象 歴史的建造物、土木遺産、古文書、伝統芸能、風習等 

目 指 す べ き 姿 

地域の歴史を解明し、町内外の方に地域の歴史に対する理解

を深め、町民の文化財保護意識の高揚を図る。 

具体的な事業内容 

周知の埋蔵文化財包蔵地内における開発行為に対し、事前調

査及び調整を行う。 

また、町内に残る歴史的建造物や古文書、遺跡、伝統芸能、風

習など貴重な各種文化遺産や地名等について調査を行う。 

最 終 予 算 額 １６５千円 決 算 額 １７，２６４円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度は町内における開発行為について、埋蔵文化財の有無など６５件の事前

確認を行い、埋蔵文化財のき損や滅失等を回避することが出来ました。 

また、町内文化財及び地域の歴史、地名等に関する町内外からの問い合わせに対し

随時対応したほか、町内の未指定文化財への調査については八代市立博物館や熊本県

文化課の協力を仰ぎながら、文化財的な価値の評価を行いました。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

令和６年度の町内の開発行為について埋蔵文化財の有無など

６５件が事前に確認され、き損や滅失が回避された。また、町内

の文化財、地域の歴史、地名等に関する問い合わせも、丁寧な対

応がとられている。今後も専門家の助言を受けて調査を行って

ほしい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 
 

具 現 化 方 針 歴史・伝統文化の尊重 

事 務 事 業 名 文化財維持管理事業 

事 業 の 概 要 

対 象 歴史的建造物、土木遺産、古文書、伝統芸能、風習等 

目 指 す べ き 姿 

町内に残る文化財の保存継承を図る。 

具体的な事業内容 

町内文化財の維持管理及び周知活動等に係る事業を行う。 

・指定文化財の維持管理（草刈・清掃・点検・修繕等） 

・指定文化財の管理への謝金・郷土芸能団体への報奨金 

 

最 終 予 算 額 ６，７１３千円 決 算 額 ５，４６１，７３７円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

国史跡佐敷城跡をはじめ指定文化財の維持管理を定期的に行っており、佐敷城跡に

おいては昨年に引き続き史跡指定範囲地内の間伐のほか、老朽化した文化財標柱につ

いては取換えを行うなど、文化財の適正な保存管理と利用者の利便性向上を図りまし

た。 

なお、指定文化財管理者及び郷土芸能保存団体へ文化財の維持管理と郷土芸能の保

存継承に対する謝金の支払いを行ったほか、町広報誌へ『新 芦北町誌』執筆者によ

る町誌の見どころ紹介を連載するなど、郷土の歴史・文化と地域住民の結びつき強化

を図りました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ａ 
■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

指定文化財の維持管理のために、範囲地内の間伐、老朽化し

た標柱の取り換えなど定期的な作業が実施されている。 

また、町広報誌で、新芦北町誌執筆者による郷土の歴史や文

化を紹介するなど、すばらしい町民への啓発が実施されてい

る。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 歴史・伝統文化の尊重 

事 務 事 業 名 佐敷東の城跡調査事業 

事 業 の 概 要 

対 象 佐敷東の城跡及びその周辺の関連遺跡 

目 指 す べ き 姿 

県内でも有数の中世山城とされる佐敷東の城跡（町指定史跡）

の史跡としての価値を高め、町民の理解を深めるとともに、文化

財に対する町民の意識の高揚を図る。 

具体的な事業内容 

佐敷東の城跡（町指定史跡）について将来的な国史跡指定に向

けた総合的な調査を行う。 

また、調査に対する指導及び検討を行うため学識経験者によ

る調査検討委員会を設置し、調査方法や事業計画に対する意見

を取りまとめる。 

最 終 予 算 額 １，４９２千円 決 算 額 １，１３２，０６２円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

文化庁調査官や熊本県文化課職員をオブザーバーに迎え、歴史学や考古学などの専

門家で構成する佐敷東の城跡調査検討委員会を２回開催し調査計画を精査したほか、

歴史地理学の専門家１名を新たに検討委員に加えるなど調査体制の拡充を図りまし

た。 

また、文化庁において来年度の国庫補助を活用した発掘調査実施に向けて、調査計

画の内容を検討しました。このほか熊本大学や天草市職員など県内の研究機関、自治

体と協力して、古文書資料の解析や出土物の調査などを行いました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ｂ 
□満たしている 

□やや満たしていない 

■ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

歴史学や考古学、さらに歴史地理学の専門家を加え、調査の充

実が図られている。特に、文化庁の国庫補助を活用し発掘調査の

計画内容の検討、古文書資料や出土物の調査など専門家による

調査が進められている。今後もさらに、中世の山城とされる佐敷

東の城跡の価値を町民にも啓発してほしい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 

- 44 -



 
 

点検及び評価結果報告書 
 

 

 

具 現 化 方 針 文化芸術活動の推進 

事 務 事 業 名 文化振興事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町内在住者及び町内の団体、又は文化活動の拠点が芦北町である者 

目 指 す べ き 姿 

町内外の芸術団体の交流を促進するとともに、町民の文化、芸術

活動への理解を深め、文化、芸術活動を行う者の意欲の向上を図る。 

具体的な事業内容 

九州大会以上の大会に出場する者に対し、経費の補助及び九州大

会以上の大会で優秀な成績を残した者を表彰する。 

・芦北町文化振興事業補助金交付 

・芦北町文化振興奨励賞表彰 

最 終 予 算 額 １，６６２千円 決 算 額 １，４７４，５５０円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度は７件（全国大会６件、九州大会１件）の大会出場者に補助金を交付し、

周知の看板（５枚）を設置しました。 

また、文化、芸術部門での優秀成績者（１５名・２団体）へ奨励賞を贈りました。 

□補助金：全国大会６件（１９名）、九州大会１件（１名） 

□奨励金：金賞（全国大会）３名１団体、銀賞（九州大会）５名、銅賞（県大会）

７名、特別賞１団体 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ａ 
■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

全国大会７件と前年度よりも増えて、大会出場者への補助金

交付、周知の看板の作成、優秀者への奨励金など、出場者の意欲

を高める支援が実施されている。 

今後もさらに、看板、広報、補助金、奨励金など適切な支援を

お願いしたい。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

 

具 現 化 方 針 文化芸術活動の推進 

事 務 事 業 名 文化祭開催事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町民 

目 指 す べ き 姿 

町の伝統文化や新しい文化を学んでもらい、心豊かな人間性

を育てる。 

具体的な事業内容 

伝統芸能や町民の文化活動発表の機会を設けるとともに講演

会を開催する。 

・町文化協会団体発表会 

・町民の各種作品展示 

・文化講演会 

最 終 予 算 額 １，６５８千円 決 算 額 ９１０，６８３円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度の芦北町文化祭開催について、文化協会総会及び理事会で協会員から意

見を聴取し、１０月２６～２７日に文化協会発表会、及び２７日に文化講演会を開催

しました。 

ステージ発表では２日間で２１団体（３０４名）、子ども講座２団体（２４名）、作

品展示では１８９名及び９福祉施設の発表のほか、町内学校関係作品として５０４点

の展示がありました。 

文化講演会では、評論家の石平さんを講師に、「日中関係の歴史と現状及び今後の課

題」と題して講演があり、約４００名の方が聴講されました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者 

令和６年度の文化祭では、文化協会によるステージ発表、作品

展示、学校関係作品の展示があり、文化講演会では石平氏の講演

など有意義な文化祭が実施された。次年度も聞きたいと思える

講師の選定をお願いしたい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

具 現 化 方 針 星野富弘美術館の充実 

事 務 事 業 名 星野富弘美術館運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 施設利用者 

目 指 す べ き 姿 

富弘作品による「命の尊さ・命の輝き」を通じて、人々に心の

豊かさと生活への潤いをもたらす。 

具体的な事業内容 

・富弘作品の展示・収集・保存 

・富弘作品を通じた教育普及活動 

・富弘美術館との連携 

・美術館の広報 

最 終 予 算 額 １２，８６１千円 決 算 額 １１，９７９，９４０円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度は、展覧会を５回開催しました。展覧会については、特別展に併せ季節

の常設展も行いました。（４月、６月、９月、１２月、３月） 

教育普及活動については、第１８回詩画公募展を実施したところ、１，５６３点の

作品が集まりました。また、湯浦小学校ほか３団体において、星野富弘の生き方や詩

画を紹介する出前講座を実施し、芸術文化及び「心の教育」に関する意識の高揚を図

ることができました。 

なお、収蔵作品の充実を図るため、新たに星野富弘ジクレー版画を３点購入し合計

１９４点となりました。 

入館者数は、星野富弘氏の御逝去（令和６年４月２８日・享年７８歳）に伴い、富

弘さんを偲んで来館された方々が増加したことと併せて、新型コロナ等の影響も減少

したため、前年度より２２．７％増の５，７３２人となりました。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ｂ 
□満たしている 

□やや満たしていない 

■ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

常設展や特別展など、季節に合わせた魅力的な展覧会が開催

されている。また、詩画公募展や出前講座など星野富弘さんに学

ぶ生き方についてすばらしい取組が実施されている。 

特に、星野さんが逝去されたことで、１０００人以上来館者が

増えて、今後も益々町民以外にも見学してほしい施設である。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 
 

具 現 化 方 針 生涯スポーツの推進 

事 務 事 業 名 スポーツ振興支援事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町民 

目 指 す べ き 姿 

助成を行うことで、組織の強化や大会に出場しやすい環境を

整え、競技スポーツの活性化を図る。 

具体的な事業内容 

競技力向上と育成強化を目的とした活動を行う団体等に対す

る補助。九州大会・全国大会に出場する監督及び選手に対する経

費の補助。優秀な個人・団体・指導者の顕彰を目的とした「芦北

町スポーツ賞」の交付。町外からスポーツ留学をしてきた中学生

及び受け入れを行った団体等に対し、下宿費等の補助金を交付

する。 

最 終 予 算 額 ８，３１５千円 決 算 額 ８，３４５，５９０円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

社会体育クラブに育成強化費等を補助し、九州大会以上の大会に出場した選手・監

督に大会参加補助を行うとともに、全国大会出場者は看板を設置し町民へ周知しまし

た。また、一年間で最も活躍した選手・指導者に、スポーツ賞及び奨励金を交付し、

町外からスポーツ留学をしてきた中学生及び受け入れを行った団体等に対し、下宿費

等の補助金を交付しました。 

 

社会体育クラブ育成補助金（１１団体） 

大会出場補助金 ２７７人（九州大会１９０人・全国大会８７人） 

スポーツ賞奨励金１０１人（金賞２９人・銀賞１６人・銅賞５３人・特別賞３人） 

中学生スポーツ留学  1 人・1 団体 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ａ 
■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ 

学識経験者意見 

九州大会や全国大会出場者への参加補助、全国大会出場者の

看板の設置、活躍選手、指導者へのスポーツ賞、奨励金の交付な

ど適切な支援体制が図られている。また、スポーツ留学者や受け

入れ団体等に対する下宿費の補助など、優秀な選手を育てる環

境整備が進められている。 

教育委員会評価 Ａ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 生涯スポーツの推進 

事 務 事 業 名 温泉プール管理運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 施設利用者 

目 指 す べ き 姿 

利用者の健康増進及び親睦と、体育・スポーツの振興を図る。 

具体的な事業内容 

利用者に安全かつ快適な利用環境を提供する。 

・施設の管理運営 

・各種教室の開催 

最 終 予 算 額 ４０，９５９千円 決 算 額 ３３，３３８，０１８円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度は、アクア教室、小学生水泳教室等を開催し、町民の健康づくりやスポ

ーツ人口の増加に寄与することができました。 

また、施設の老朽化により、暖房機器の故障に伴い緊急対応でジェットファーネス

を新たに購入しました。今後も利用者が安全かつ快適に利用してもらうために、施設

環境を整備して行く必要があります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

アクア教室、小学生の水泳教室の開催、町民の健康づくりと、

町民のスポーツ人口の拡大に向けた地道な活動が実施されてい

る。施設の老朽化に伴い、修理箇所も多くなっているが、今後も

安全第一に施設の管理を行ってほしい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

 

具 現 化 方 針 生涯スポーツの推進 

事 務 事 業 名 総合型地域スポーツクラブ活動支援事業 

事 業 の 概 要 

対 象 クラブ利用者 

目 指 す べ き 姿 

町民が、年間を通して多種多様なスポーツを行い、体力向上・

健康づくり・仲間づくりの場として活用できる組織、団体の確立

を目指す。 

具体的な事業内容 

芦北町総合型地域スポーツクラブ（ＪＫＡトレジャークラブ）

のスポーツ・レクリエーション活動等に対し補助金を交付する。 

最 終 予 算 額 ２，５４０千円 決 算 額 ２，５４０，０００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

スポーツ学習教室（５教室）は、子どもから高齢者までいつでも・どこでも・だれ

でも楽しく参加できる環境が整えられ、町民の体力向上・健康づくり・仲間づくりに

寄与することができました。また、育成教室（９教室）では、年々成果が表れ小中学

生の競技力向上が図られています。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ｂ 
□満たしている 

□やや満たしていない 

■ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

スポーツ学習教室では、子どもから高齢者まで楽しく学ぶ学

習環境が整備され、育成教室では、小中学生の競技力の向上をめ

ざした取組の成果が見られる。 

これからも、生涯スポーツの理念を浸透させてほしい。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 生涯スポーツの推進 

事 務 事 業 名 体育イベント開催事業 

事 業 の 概 要 

対 象 イベント参加者 

目 指 す べ き 姿 

地域のコミュニケーションづくりや、日常的にスポーツに親

しむきっかけを提供するとともに、競技力の向上を目指す。 

具体的な事業内容 

体育イベント開催事業については、4 競技の交流イベント（軟

式野球大会、バレーボール大会、サッカー大会、卓球大会）を実

施し町内外の参加者と交流を深める。 

・ニュースポーツフェスタ開催 

最 終 予 算 額 ６０３千円 決 算 額 ４５２，８２２円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

交流イベントの軟式野球大会、バレーボール大会、卓球大会、サッカー大会を種目

協会主催で開催することができました。熊日三太郎駅伝競走大会については第 75 回

目を開催し、県内で最も伝統のある大会として、多くの人たちが沿道から声援を送り

ました。 

今後も引き続き、町民がイベントに参加できる機会の創出を図ります。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

交流イベントとしての軟式野球大会、バレーボール大会、卓球

大会、サッカー大会と選手の力を高める競技大会が開催されて

いる。また、熊日三太郎駅伝競走大会は、伝統的な競技大会とし

て町民にも広く親しまれており、選手、応援者、関係役員等一体

となったイベントが開催されている。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

  

具 現 化 方 針 生涯スポーツの推進 

事 務 事 業 名 芦北町スポーツ協会支援事業 

事 業 の 概 要 

対 象 町民 

目 指 す べ き 姿 

町民のスポーツ人口の拡大と競技力向上を図る。 

具体的な事業内容 

スポーツ協会活動（各種町民スポーツ大会開催・郡民体育祭選

手派遣・熊日三太郎駅伝競走大会選手派遣・県民体育祭選手派遣

等）に対し補助金を交付する。 

最 終 予 算 額 ４，７７０千円 決 算 額 ４，７７０，０００円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

各種町民スポーツ大会は、１１種目（グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、卓球、

クレー射撃、ソフトボール、バドミントン、水泳、ゴルフ、軟式野球、ビーチボール

バレー、バレーボール）を開催することができました。 

熊本県民体育祭では、空手道が優勝、相撲が準優勝、女子バドミントンが 3 位入賞

を果たしました。 

第 54 回熊日郡市対抗駅伝では、今大会より男女混合チームへ選手を派遣し、総合

15 位と、チーム力を発揮するよい機会となりました。 

なお、各種目競技の競技力低下を避けるため、地域スポーツ協会や種目協会に対し

ても補助を行い選手の育成に務めました。 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

(B) 
Ａ 

■余地なし 

□一部余地あり 

□当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

(B) 
Ａ 

■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ（Ｂ） 

学識経験者意見 

各種のスポーツ大会は、１１種目が開催され、競技力の向上と

人的交流が図られている。また、県民体育祭では、空手道優勝、

相撲準優勝、女子バドミントン３位入賞と、すばらしい成績を修

めている。さらに、郡市駅伝競走の男女混合チームで１５位とな

るなど躍進が見られ、次年度からのさらなる期待が持たれる。 

教育委員会評価 Ａ（Ｂ） 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

  

具 現 化 方 針 生涯スポーツの推進 

事 務 事 業 名 スポーツ推進委員協議会運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 スポーツ推進委員 

目 指 す べ き 姿 

本町における、地域スポーツの振興を支える人材の資質向上

と、スポーツ施策の活性化を図る。 

具体的な事業内容 

スポーツの指導者として、実技指導や各種スポーツ大会の実

施、スポーツに関する指導・助言・普及を行う。 

・年６回の定例会の開催・広報紙 1 回の発行 

・各種研修会への参加 

・主催事業の開催及び町事業への積極的参加・協力 

最 終 予 算 額 １，２３０千円 決 算 額 ８７５，２９４円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

スポーツ推進委員会を年６回開催するとともに、熊本県や九州地区のスポーツ推進

委員研修会に参加し、資質の向上とスポーツ指導体制の強化を図ることができました。 

また、ダンボルック大会やスポーツフェスタ（新体力テスト）を開催し、スポーツ

の推進に努めることができました。 

広報活動では、スポーツ推進委員の活動をより身近に知ってもらうため、ホームペ

ージやＳＮＳによる情報発信を行うとともに「広報あしきた」にも掲載し、広く周知

を図りました。 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
 

Ａ 
■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ｂ 
□町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

■町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
 

Ｂ 
□目標を達成した 

□目標をやや下回った 

■目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

(B) 
Ａ 

■検討の余地なし 

□一部余地あり 

□当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ｂ 

学識経験者意見 

定期的なスポーツ推進委員会会議や、県、九州地区のスポーツ

推進委員研修会へ参加するなどスポーツ指導者の研修が深めら

れている。 

また、イベントとしてのスポーツフェスタ、ダンボルック大会

など、世代を越えた活動が展開されている。 

さらに、広報活動の一環として、生涯スポーツの浸透をめざし

た情報発信も適切に行われている。 

教育委員会評価 Ｂ 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 
 

 

 

具 現 化 方 針 生涯スポーツの推進 

事 務 事 業 名 体育施設管理運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 施設利用者・町民総合センター及び各体育施設 

目 指 す べ き 姿 

利用者の健康増進及び親睦と、体育・スポーツの振興を図る。 

具体的な事業内容 

町民総合センター及び各体育施設を安全、安心して利用でき

るよう管理、運営を行う。 

・湯浦運動公園照明設備改修工事 

最 終 予 算 額 １３９，７０８千円 決 算 額 １１９，０９３，９４８円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

町民総合センターを中心に、各体育施設と夜間学校体育施設の適切な維持管理運営

を行いました。 

湯浦運動公園照明設備改修工事による照明設備を、水銀灯から LED 灯に更新するこ

とにより利用環境の向上に努めることができました。 

各体育施設は老朽化により、今後も施設や設備等、多額の予算を伴う修繕が必要と

なることから、計画的に改修を行い、利用者の安全を第一に管理運営を行っていく必

要があります。 

町民総合センター利用者数：５１，８８１人（テニスコート、射撃場、アーチェリ

ー場、地域間交流スポーツグラウンド含む） 

その他各体育施設利用者数：５６，５４９人 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
(B) 
Ａ 

■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
(B) 
Ａ 

■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ（Ｂ） 

学識経験者意見 

町民総合センターの利用者数は、前年度に比べ１０００人以

上の増加が見られる。生涯スポーツの理念である「健康づくり、

体力づくり、生きがいづくり」の目的が広がりを見せている。 

また、施設の管理も適切に行われている。今後は、老朽化して

いる施設について、順次計画的に改修を進めてほしい。 

 

 

教育委員会評価 Ａ（Ｂ） 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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点検及び評価結果報告書 

 

 

 

具 現 化 方 針 生涯スポーツの推進 

事 務 事 業 名 地域資源活用総合交流促進施設管理運営事業 

事 業 の 概 要 

対 象 施設利用者 

目 指 す べ き 姿 

施設の利用を促進することで、文化・スポーツ等による交流人

口の増加を図る。 

具体的な事業内容 

施設を安全かつ快適に利用できるよう管理、運営を行う。 

 

最 終 予 算 額 １３，９７６千円 決 算 額 ４，５７１，５１６円 

事 業 の 成 果 

と 課 題 

令和６年度は利用者及び避難者の利便性向上のため、研修室畳張替修繕及び自動火

災報知設備取替修繕しました。 

今後は、周辺の体育施設との連携並びに職場や学校行事による利用促進など、より

多様な利用形態を目指し、更なる関係人口の増加を図っていく必要があります。 

また、特定避難所として、利用者の利便性の向上に努めます。 

交流センター利用者数：１１，３２６人 

 

教 育 委 員 会 

事務局の評価 

事 業 の ニ ー ズ 
(B) 
Ａ 

■満たしている 

□やや満たしていない 

□ほぼ満たしている 

□満たしていない 

町 関 与 の 範 囲 
 

Ａ 
■町が主体となるべき 

□町の関与は縮小できる 

□町の関与は必要 

□関与のあり方を再検討 

達 成 度 
(B) 
Ａ 

■目標を達成した 

□目標をやや下回った 

□目標をほぼ達成した 

□目標を大きく下回った 

効 率 性 
( 事 業 の 効 率 性 を 
高 め ら れ る か ) 

Ｂ 
□余地なし 

□一部余地あり 

■当面は余地なし 

□かなり余地あり 

公 平 性 
( 事 業 効 果 の 配 分 や 
受 益 者 負 担 は 適 切 か ) 

 

Ｂ 
□検討の余地なし 

□一部余地あり 

■当面検討の余地なし 

□かなり検討の余地あり 

総 合 評 価 Ａ（Ｂ） 

学識経験者意見 

畳の張替修繕や火災報知器設備の取り換えと快適性と安全対

策が適切に講じられている。利用者は前年度に比べ、１０００人

近く減少しているが、今後も職場や学校等での利用を期待した

い。 

教育委員会評価 Ａ（Ｂ） 

担  当  課 スポーツ・文化振興課 
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